



















［図 2］では長方形と三角形を組み合わせたファルス的矢印 3として描かれるようになる。 
1 373 という数字は明らかに矢印と同定できた作品の数である。樹などと区別が難しい矢印や、線の交差によ
って偶然生じたような矢印の形は除外している。以下の資料を基に筆者が算出。Paul Klee. Catalogue raisonné, 
Bde. 1-9, hrsg. von der Paul Klee-Stiftung, Kunstmuseum Bern, Bern 1998-2004. 
2 Will Grohmann, Paul Klee, Stuttgart 1954; Carola Giedion-Welcker, Paul Klee, Hamburg 1961, S. 137-138（カ
ローラ・ギーディオン=ヴェルカー、宮下誠訳『クレー』PARCO 出版、1994 年、138-140 頁）; Christian Geelhaar,
Paul Klee and the Bauhaus, Greenwich and Connecticut 1973, pp. 50-58; Jürgen Glaesemer, Paul Klee. Die
farbigen Werke im Kunstmuseum Bern, Bern 1976, S. 156-160; Andeheinz Mößer, “Pfeile bei Paul Klee,” in:
Wallraf-Richartz-Jahrbuch, 39. Jg., Köln 1977, S. 225-235; Mark Lawrence Rosenthal, Paul Klee and the Arrow,
Diss., The University of Iowa, 1979; 池田裕子「揺れ動く指標―― クレー芸術における“矢印”の問題をめぐっ








ァウスト』第 2 部の第 5 幕、絶命したファウストの魂が天上から舞い降りた最愛の女性グレート
ヒェンと共に昇天する場面が指摘されている 4。




















4 Marcel Franciscono, Paul Klee. His Work and Thought, Chicago 1991, pp. 144-152. 実際、この場面を描いた
1912 年の挿絵《ゲーテのためのヴィネット、永遠の女性》は《空中での交接》と同じ構図、人物表現とな
っている。空中という場面設定がフロイトやクービンからの影響であるとの指摘もある。Paul Klee. Im 
Zeichen der Teilung, Ausst. Kat., Kunstsammlung Nordrhein-Westfalen, Düsseldorf 1995, S. 41-42. 
5 Paul Klee, Tagebücher 1898-1918, Textkritische Neuedition, hrsg. von der Paul-Klee-Stiftung, bearb. von 
Wolfgang Kersten, Stuttgart 1988, Nr. 865（ヴォルフガング・ケルステン編、高橋文子訳『新版 クレーの
日記』みすず書房、2009 年、865 番）. 
6 Franciscono 1991, pp. 145-146. 
7 以下を参照。前田富士男「語り手としての画家パウル・クレー」『三田文学』第 13 号、1988 年、93-94 頁。 
130
ルジョワ規範からの解放を目指して書かれたとの指摘もある 8。全 10 葉で構成される挿絵の中で
























8 柿沼万里江「パウル・クレーの両面作品について」『美術史』第 161 冊、2006 年、19 頁。 
9 Curt Corrinth, Potsdamer Platz oder die Nächte des neuen Messias. Ekstatische Visionen, München 1920, S. 30-33.  
10 Theodor Däubler, “Paul Klee und Georg Muche. Im Sturm,” in: Berliner Börsen-Courier, 49. Jg., Nr. 68, 1917, 
S. 5.
11 野田由美意「パウル・クレーの 1917 年の文字絵《Emilie》―― テクストと図像の関係について」『美学』第
60 巻第 1 号、2009 年、126-138 頁。 
12 1918 年、クレーはすでに出版されていたドイプラーの『銀の三日月』（1916 年）に挿絵を加え、豪華版と
して出版する計画を立てていた。クレーの意気込みは強く、出版を予定していたフリッツ・グルリット書
店は何度も予告広告をだすことになるが結局、実現はしなかった。






























戦後に描かれた《上空での戦争》［図 7］に見られる三角形も先行研究では指摘されている 17。 
14 Richard Verdi, Klee and Nature, New York 1984, p. 1; Franciscono 1991, pp. 232-234. 
15 Franciscono 1991, p. 234. 
16 Rosenthal 1979, p. 122; 前田富士男「クレーとベックマンにおける神話的ノーテーション―― 墜落／飛行す
る男性／女性」『芸術のロケーション』慶應義塾大学アート・センター、2004 年、22 頁。 




















1914 年 1 月、美術批評家ヴィルヘルム・ハウゼンシュタインによって「新ミュンヘン分離派同
盟」が結成され、クレーも創立メンバーとして参加していた。8 月に第一次世界大戦が勃発する
や画家たちは戦争に反応し、クレーも分離派の仲間と共に戦争をテーマにした作品を展示してい









                                                        
18 Otto Karl Werckmeister, The Making of Paul Klee’s Career 1914-1920, Chicago 1989, p. 260. 
19 河本真理『葛藤する形態―― 第一次世界大戦と美術』人文書院、2011 年。 
20 この作品は「ノアの洪水」を主題にしたものであると速水豊によって指摘されている。『カンディンスキー
と青騎士』展覧会カタログ、三菱一号館美術館ほか、2011/2012 年、140 頁。 
21 Werckmeister 1989, pp. 15-24. 
22 しかし、手元に置きたかったためか最終的に展示はされていない。Ebd., p. 22. 
23 造形の基礎的要素である三角形が戦争の表象として用いられた背景として、対象の解体を徹底的に推し進



















墜落を主題にした 1918 年の《飛ぶ鳥のいる風景、1 羽は矢に刺し貫かれている》（以下《飛ぶ












                                                        
24 Klee 1988, Nr. 1106. 
25 1914 年にアウグスト・マッケ、1916 年にフランツ・マルクが戦死している。 
26 Sabine Cichowski und Hans Holzer, “Luftfahrttechnik und Flugmotive bei Paul Klee,” in: Paul Klee in 








































                                                        











れていた 14 世紀頃の指さし記号や 17 世紀頃の航海地図に描き込まれた羅針盤の針などが、その
起源として挙げられている 31。19 世紀後半にはミシンやタイプライターといった新しい製品の説













先導したギヨーム・アポリネールは 1913 年 2 月の『デア・シュトゥルム』誌に「現代絵画」と題
                                                        
29 ジェイムズ・ホール、高橋達史ほか訳『西洋美術解読事典』河出書房新社、1989 年、342 頁。 
30 Angelika Storrer und Eva Lia Wyss, “Pfeilzeichen: Formen und Funktionen in alten und neuen Medien,” 
in: Wissen und neue Medien, hrsg. von Ulrich Schmitz und Horst Wenzel, Berlin 2003, S. 159-195. 
31 Ebd., S. 168-169. 





ジュ・ジャン、田辺希久子訳『記号の歴史』創元社、1994 年、94-95 頁。 
34 1920 年代のミュンヘンやヴァイマールに「アンナ・ヴェンネ」の名をもつ下着屋は存在しておらず、この
名前はクレーの造語であると思われる。名前の由来として 1919 年に刊行されたクルト・シュヴィッタース
の詩集『An Anna Blume（アンナ・ブルーメへ）』が指摘されている。Sabine Rewald (ed.), Paul Klee. The 




印が登場しており、20 世紀の画家たちにとって最も典型的な矢印の使用であった 36。 
クレーが 1922 年に制作した《揺れ動く均衡》［図 14］には上下に赤茶の矢印、その間に左向き





















35 Guillaume Apollinaire, “Die moderne Malerei,” in: Der Sturm, Nr. 148/149, Februar 1913, S. 272. 
36 矢印が登場する作品としては以下のものが挙げられる。デュシャン《コーヒーミル》（1911 年）、マレーヴ
ィチ《モスクワの英国人》（1914 年）、シュヴィッタース《青い鳥》（1922 年）。 
37 Paul Klee, Paul Klee. Beiträge zur bildnerischen Formlehre, hrsg. von Jürgen Glaesemer, Basel/Stuttgart 1979, S. 
37（西田秀穂・松崎俊之訳『パウル・クレー手稿 造形理論ノート』美術公論社、1988 年、221 頁）. 
38 Ebd., S. 105-122（邦訳、263-273 頁）. 
39 代表的な例として《出会い》（1922 年）、《夕べの分かれ目》（1922 年）、《回転》（1923 年）が挙げられる。
他の画家が用いた理論書の矢印の例としては、ジョルジョ・デ・キリコ《王の悪霊》（1914-1915 年）、エル
ンストの版画集『流行は栄えよ、芸術は滅びるとも』（1919 年）が挙げられる。



































42 Geelhaar 1973, p. 52 































44 Pamela Kort, The Ugly Face of Beauty. Paul Klee’s Images of Aphrodite, Diss., University of California, 1994, p. 
16.  































図 1、3、12 :『パウル・クレー―― おわらないアトリエ』展覧会カタログ、京都国立近代美術館・東京国立近
代美術館、2011 年。 
図 2、6 : Paul Klee. Making Visible, Exh. cat., Tate Modern, London 2013. 
図 4 : Das Universum Klee, Ausst. Kat., Neue Nationalgalerie, Berlin 2008. 
図 5、7、8、9、10、11 : Paul Klee. Mythos Fliegen, Ausst. Kat., H2－Zentrum für Gegenwartskunst im Glaspalast, 
Augsburg 2013/2014. 
図 13、15、17 : Roland Doschka (ed.), Paul Klee. Selected by Genius, New York 2009. 
図 14 :『パウル・クレーの芸術』展覧会カタログ、愛知県美術館・山口県立美術館・Bunkamura ザ・ミュー
ジアム、1990 年。 






















［図 9］《急降下する鳥と矢》1919 年、 
紙に水彩・油彩、21.3×26.7cm、 
メトロポリタン美術館（ニューヨーク）
［図 10］《空中戦》1919 年、 
紙に鉛筆、28×22cm、個人蔵 
［図 8］《飛ぶ鳥のいる風景、1 羽は矢に刺し貫かれている》 
1918 年、紙にペン・水彩、14.1×22.7cm、個人蔵 
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［図 14］《揺れ動く均衡》1922 年、 
紙に水彩・鉛筆、31.4×15.7/15.2cm、 
ベルン美術館




［図 15］《エロス》1923 年、 
紙に水彩・鉛筆、33.3×24.5cm、 
ローゼンガルト・コレクション（ルツェルン）





［図 6 部分］（左）、［図 9 部分］（右） 
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